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センターの現状

大阪大学大型計算機センターが一応人並みの規模になって約 1年経ちました。期待が大きか

っただけに利用者の御不満も多いようです。センター関係者も現状に不満足でありますので，

利用者のお気持ちは痛いほどわかっているつもりです。しかし，利用者の御小言を聞いていま

すと，センターの情況をあまり御存知ない面もあるようですので，この機会にセンターの現状

を説明しておきたいと思います。

1 . 大型計算機センターと云っても規模はいろいろある。

昭和42年に東京大学に全国共同利用として大型計算機センターが設置されてから，東北大，

京大，九大，北大，名古屋大，阪大，と 7つの大学に大型計算機センターが設置されたことは

御存知の通りだと思います。大型計算機センターという同じ名がついているので規模も皆同じ

ようなものだと思われがちですが，そうではありません。

i)予算

規模を測る目安として電子計算機システムの年間借料予算を見ますと，東大センターが 6.5

億円，京大センターが 3.5億円，その他のセンターが大体 1.5億円で，大体3通りのランクが

あることがわかります。 （この中にはカード穿孔機等の借料も入っていますので正確にはシス

テムの借料ではないのですが，それはおよそ 2- 3,000万円ですから，それから残りを推定し

て下さい。）計算機システムは金額が大きくなる程能力は金額比以上に大きくなるというのが常

識ですから，この差は相当のものであることがおわかりでしょう。なお，京大，東北大，九大

は昭和44年から，北大は昭和45年から，名大は昭和46年から上記予算になっていますが，阪大

の場合は昭和45年に約 3,500万円， 46年に約 7,500万円， 47年でようやく 1.5億円になったと

いう事情があります。これは歴史的な事情によるもので，この順番は昭和41年頃に文部省の予

定として決っていたとのことです。

ii) システム構成

次に各センターのシステムの主要なものを表に示します。また，その主要機種の演算能力

を表に示します。中央処理装置 (CPU)の能力を示すのにGibsonMixという拭を使うこと

があります。これは実際に使われるいろいろな命令をCPUが実行するのに必要な時間を，実際

に使われると思われる頻度を考應して適当な重みをつけて平均したものです。例えば阪大セン

ターのNEAC2200/700では0.8μs, NEAC 2200/500では4.6μs,FACOM230/60では1.6μsで

あると云われています。 CPUが複数台ある時は能力が綜合的に増しますので綜合GibsonMix 

は小さくなります。例えばFACOM 230/60の二重システムでは0.8μsに相当するわけです。

iii)人員

定員も上記のランクに対応して、東大約50名，京大も約50名，その他は34名となっています。

これでは不十分であるので，各センターとも非常勤職員やパート・タイマーを雇っているのが
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実情です。

2. 稼動状況および処理状況—他センターとの比較

センターの稼動状況と処理状況については，他センターと比べていろいろの疑問があると思

います。まず，ありのままのデータを示してその後で疑問に答えたいと思います。更に他セン

ター（同規模のものとして東北大，北大のもの，一段大きなセンターとして京大センターのも

の）を比較のために示してあります。これを参照しながら状況を説明しましょう。バッチ処理

の方に問題が多いので今回はこれに話を限ることにします。

i)運転時間―もちろん夜も動いている。

現システムの主機2200/700が導入されたのが4月で，調整やテストがあって大体順調に動き

はじめたのは 6月からと見てよいでしょう。それ以後現在までほゞ月間 300時間以上を利用者

ジョブ処理のために運転しています。このことは毎日超過運転をしていることを意味します。

実際11月頃までは火，木曜日が午後10時まで，月，水，金が翌朝 8時までの徹夜，土曜が午後

5時までというのが普通の形で， 12月以降はほゞ連日徹夜運転をしています。もちろん，ジョ

プがたまれば更に時間延長をすることもあります。計算センターでは午後4時半頃に窓口受付

をやめますので，計算機も 5時までしか動いていないと誤解している方が多いようですが，そ

うではなく，計算機は動いていることを強調しておきたいと思います。これを同規模の他セン

ターと比べますと、 （表参照）まず，似たようなシステムを持っている東北大は250----300時間

ですが，これは 2つの2200/700システムの運転時間の和ですから，それぞれ約120-150時間で

す。これは大体 1日8時間程度を利用者ジョプ処理のために使っていることを示します。また，

北大センター等も12月以降までは大体1日8時間程度であることがわかります。 （これは 2重

システムですから， 2つのシステムと見f故すと総時間は 1重システムの 2倍に相当します。）ま

た，京大センターは 2重システムが2 (システム Iおよびシステム lI)'小さなシステム（シ

ステムIII) が1ありますが，小さなシステムはグラフィック・ディスプレイ用にオープン使用

されていますので，これは別にし，システム Iおよびシステム lIの運転時間の和を表にのせて

います。ここでも，年度末以外は 1日8時間程度であることがわかります。

ii)処理状況

処理した利用者ジョプの量は件数とそれに要した総CPU時間とで表に表わしています。こ

れを同規模の他センターと比べますと，東北大と比べ (TSSは別として）件数およびCPU

時間とも数割程度は上廻っています。北大センターと比べると北大センターの方が件数が少し

多く， CPU時間も多少多い状況になっています。京大センターは 1月， 2月， 3月を除き件

数で約2倍， CPU時間も大体そんなものです。処理件数は，小さいジョプが多ければ件数が

増し，大きいジョプが多ければそれほど件数は多くならないのは当然です。これはジョプ区分

（打切り時間等）にもよりますので各センターのジョプ区分を表に示しました。東北大の標準

ジョプというのは阪大のA, Bに相当しますが、 1件当りのCPU時間でみるとあまり差があ
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りません。北大の 1件当り CPU時間が京大のより長いのはジョブ区分のせいでしょう。総C

PU時間はCPUの数が多く稼動時間が長く， CPU効率が良い程多くなるわけで， CPUの数から

考えてみますと，他センターは非常に余裕のある運転をしていることがわかります。

NEAC 2200/700の演算速度はFACOM230/60. に比べて速いので，総CPU時間を見て計算量を

比べる時にはそのことを考慮に入れる必要があります。前記のGibsonMixで云うと NEAC

2200/700はFACOM230/60の 2倍速い計算になり，阪大センターで処理している計算量が如何

に多いのかがおわかりになると思います。また， 1件当りの平均CPU時間も演算速度を考慮

すると京大，北大などの平均値の 2倍程度の大きさに相当していることも注意していただきた

いと思います。

iii)待ち日数

待ち日数を表で見ますと，他センターに比べて阪大センターは大巾に長くなっています。し

かも稼動時間を考慮するとこの差はもっと大きいのです。待ち日数は受付日と処理返却日と

の差で定義するのが普通です。阪大センターは利用者ジョプ処理に平均毎日15時間位をあてて

いますので，待ち日数0は実際24時間以内というわけですが，例えば東北大センターの待ち日

数 0は実際上8時間以内ということになります。従って，利用者の実際の待ち日数は，特に阪

大の場合にはこの数字に少く見ても半日位を加えたものになります。また，センターから離れ

ている利用者には更に余分の待ち日数が加わることは云うまでもありません。利用者が多くて

しかも比較的近い連絡所である阪大豊中キャンパスでさえ，待ち日数は表のものに 1日以上加

えたものになっています。

iv) CPU効率

稼動時間が長くても効率が悪くては仕方がありません。システムの効率を何で判定するかは

いろいろ問題がありますが，使用者に関係するものとして，ジョプアカウントに出される CP

U時間と，そのジョブのために運転したシステムの稼動時間との比でCPU効率と定義するこ

とにします。二重システムの場合は話が少し複雑になりますが，簡単のため，二重システムと

して稼動した時間の 2倍と， CPU時間とを使うことにします。（つまり別々に切離したのと同

じと考えます。）そうすると二重システムの場合は単体として動かした場合よりこの意味のCP

u効率は少し落ちるのが常識です。また，ジョプアカウントに出る CPU時間はジョプのコン
パイル，リンク，実行の時間であり，その前処理とか，コアからの出し入れの時間（その間C

PUが全く働かなくてよいとか，全く他のことができるとかいうわけでは必ずしもありません。）

は入っていません。システムが大きくなると，いろいろなことをする必要上こういう作業が増

し，効率が落ちてくるというのが経験的事実です。これらの要索を考感に入れて各センターの

CPU効率を比較すると，阪大のCPU効率は良い方であると思います。 (2200/500が主機で

あった時でも CPU効率は良いのが定評であり，その点にはセンターは相当力を入れています。）
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3 問題点—どうしたらよいか

以上，稼動状況と処理状況について概略を述べました。この他にも利用に関係する問題はい

ろいろあります。それらを含めて，阪大センターの抱えている問題点，利用者からよく問題に

されることを列挙して説明したいと思います。

i)待ち日数が長い。＿もっと短くできないか。

待ち日数が長いのはセンターとして最大の問題であり，利用者にとって最大の不満の種であ

ろうと思います。その理由は一言で言えば計算需要が多く，そのために待ち行列ができている

ということです。根本的な解決策は処理能力を大巾に増すこと以外にありません。どれ位にな

ればよいかは後で述べます。現在のシステムの枠内でどうすればよいか，が当面の問題です。

a)効率

まず，効率はもっと上げられないか，言いますと， システム構成の少しの変更やスケジュー

リングの改善などでもう少し (10%程度）上げられるだろうと考えています。

b) N500の活用：

バッチ処理用としては2200/500もあるわけで，これは稼動時間が 700より短い状態ですので，

これをもっと活用できないか，という問題があります。現在 500システムは主としてドラフタ

ー用のジョプを中心としたCジョブの一部の処理に使われています。その他のジョブでも N 5 

00で処理してもよいという方のものは 500で処理していますが，希望者はほとんどないという

のが実情です。これは FORTRAN 700と FORTRANL (500) とが多少異なっていることと

FORTRAN700の方が便利であることによるものと思います。しかし，どちらも FORTRAN

JIS 7000を含んでいるはずですし，簡単な計算はどちらでもかかるようにプログラムを作られ

る方が何かと便利ではないかと思います。しかし，もし N 500でもよいというジョブが増し，

N 500も夜間運転をするとしても， N 500の速度はN 700の約心ですから，全体としての処理

屈の増加はやはり10%程度でしょう。

C) ジョプ区分

待ち日数を短くするにはジョブの回転を速くすればよいのですから，個々のジョプが小さく

なると回転は速くなります。例えば現在のジョプ区分でBジョプの打切り時間を 5分程度にす

る，というような方法が考えられます。ところで，このような方法を取ると， CPU時間で5

-15分程度のジョプの待ち日数は相当長くなるでしょうから，おそらく一つの計算をいくつか

に分割して出すということになり，能率の悪いことになるでしょう。また，演算速度の速いシ

ステムがあれば，それでなければ長時間かかるという計算が行なわれるのが自然で，小さな計

算ばかりやるのはシステムの特徴を殺すことにもなるでしょう。（現在Bジョブの 1件当りのC

PU時間は平均3-4分ですから，これを京大へ持って行くとほとんど「長時間」というジョブ

区分になります。）どういうジョブ区分にするかはその辺の考え方によります。現在のジョプ

区分は運用室会議で検討していただいたものです。運用室会議のメンバーは各専門分野の利用

者の方々の中からお願いしていますので，利用者側として決めていただいたと言えます。
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現在の区分を変えるかどうかは利用者のお考え次第です。

d)稼動時間

N 700の稼動時間は 1年中24時間運転ではありません 0 47年度は11月頃までは月水金が徹夜，

火木は午後10時までというのが普通でした，ここで問題は，午後10時まで運転してもその日に

受付けたジョプが全部処理されるとは限らないということです。それではジョプがなくなるま

で動かせばよいではないか，と云う疑問が出てくると思います。その通りですが，そう簡単に

行かない問題があります。現在，夜間の運転はオペレーションの業者と契約してやらせていま

す。（これは他のセンターもそうです。センターのオペレターが超過勤務でやるには手当ての方

の予算枠がありません。）そこで大体のスケジュールを前もって通知しておいて運転してもらう

わけです。ところで，会計法上は例えば午前 2時でオペレーションが終ればそれまでの分を支

払うことになっていますが，オペレーションの業者にしてみれば実際は午前 2時に矛冬っても，

午前 8時までやっても）そこに拘束されざるを得ないという意味では同等です。それでなるべ

＜徹夜の日は朝まで仕事があるようにアレンジしてほしいと希望しますし，それももっともな

ことです。（午後10時以降は深夜勤務になり勤務体系としては徹夜と同等になります。）従って午

後10時でまだ 3-4時間分（大体40-60件分）残りそうな場合でもこれを翌日に持越すという

ことをこれまではしていました。年度末のように連日徹夜が必要な場合は問題がありませんが，

徹夜する程はジョブはないが，午後10時まででは残る，という状態の時が一番スケジュールが

決められないわけです。そういう日々の処理抵のゆらぎを平均化することができればもっとス

ムーズに流れるでしょうから，その方策を現在検討しています。

ii) もっといろいろなサービスができないか。

同じバッチ処理にしても，もっといろいろな処理形態ができないかという御希望があります。

例えば，磁気テープの持ち込みなどです。現在の運用形態がシステムのもっている情報処理装

漑としてのいろいろな機能を十二分に活用していないことも確かですし，センターとしてもい

ろいろなことをしたいのは山々です。この時の問題は 2つあります。まず，現在の運用は標準

的な仕事をスムーズに流れに乗せる形でやっています。それで，いろいろ異なることをやると，

そのため仕事の流れが乱れたり中断したりする心配があります。また，現在のOSもかなり柔

軟性を欠いたところがあり，機器構成の問題もあって，いろいろなサービスをしようと思うと，

原理的にはできることでもオペレーターの操作を度毎に必要とすることになります。ところが，

現在の阪大センターではバッチ用にN700とN500, TS S用にN500というように別々のシステ

ムになっていますので，それだけでもオペレーションに人手がかかります。（その点，例えば2

重システムですと， CPUが2つあっても一つのOSで動いていますから操作は一つのシステ

ムと同じです。）更に人手を要することとして出力の仕分けがあります。連続してLPから出て

くるリストをジョプ毎に切り，受付け番号に応じて返却棚に入れるという作業は相当なもので

す。 FACOM230/60システムについている LPはジョプの切れ目で切断する自動カカッターが

ついています。NECの装置はこれがついていませんし，つけるよう要唱青してもメーカーの方で
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はそれを作る意思はないという情況です。センターではパート職員を雇ってこれに必要な人手

を補強していますが，オペレーターもこの作業に従事せざるを得ません。そのため，オペレー

ターはこういう作業に時間をとられ，もっと高度な操作に廻す時間が少いというのが現状です。

センターでは例えば全システムの情況をーケ所で管理できるような装置とか，その他できるだ

け省力化の方法を考えていますが，予算の関係もありもう少し待っていただきたいと思います。

また，今度これまでのディスク・パックを集団ディスクに誼きかえましたので容鼠が増し，利

用者ファイルを開設することができるようになりました。利用方法としては不満足な点も多い

のですが，それでもいろいろ利用できますのでうまく利用していただきたいと思います。

その他にもいろいろの御註文や御批判があります。個々の問題についてはセンター・ニュー

スの利用者の声とそれに対するセンターの回答という形でその時々に御説明して行くつもりで

す。

iii)機器構成を変更してもっと処理能力を上げられないか。

現在のシステム構成で処理能力を増すことができるか，をi)で考えました。次には同じ予算

規模でもっとよいシステム構成がないかを考えてみます。各センターのシステム構成を見ると

わかるように，同じNEACの計算機を設置している東北大学センターはN700が2台あります。

（もっとも磁心記憶の大きさは全部で lMCで阪大のと同じですが。）これに対し阪大センター

はN700とN500とですから，処理能力としては差があります。どうしてこの差がでてきたか疑

問に思われる方も多いと思います。それについては，われわれのセンターの予算規模が他セン

ター並みになることが確定した時期（昭和45年末）が悪かったとしか申し上げられません。こ

の頃は経済界は先行き不況であると云われていました。東北大学の場合は昭和43年に今の予算

規模になることが決まり機種選定が行なわれました。この時N700はまだ実際には 1台も存在

していませんでした。他社との競争でNECは相当無理をしてN7002台を入れることを約束し

たもののようです。もちろん，われわれも東北大と同程度ということでNECと何べんも交渉致

しました。一時はほとんどデッドロックに乗上げた状態もありました。総長にもNEC社長に会

っていただいて交渉をしました。しかし，とにかく今はN700は2台は出せない，という会社の

事情で時期を見て考えようということで一応了解したわけです。その時に他メーカーのものに

置きかえる可能性はないか，もセンター関係者の間で真剣に検討しました。しかし，それには

準備期間が十分に取れないということもありましたし， その当時の他メーカーのもの例えば

F ACOM230/60の二重システムではN700と同程度であるということもあり，不満足ながらひと

まず，今のシステム構成に致しました。 N700が大体安定して来た昨年の末頃からもっと処理

能力の高いものに N500を置きかえることについて再びNECと交渉を続けています。われわれ

も十分納得しているのではありません。（現在の大学のセンターの計算機は大巾な値引きをさせ

ていますので，そのことも交渉の時の争点になっています。）現在，ある種の見通しもないわけ

ではないので今しばらく御辛抱いただきたいと思います。
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4. これからどうするか

以上，センターの現状と問題点のいくつかを概観しました。これから見て，どうしてもいろ

いろな意味でセンターを拡充しなければならないことは明瞭です。センターでもかなり前から

拡充計画を検討し，概算要求その他で文部省に働きかけています。拡充計画の内容は別の機会

に説明することにしますが，大体どれ位のことを考えているかを簡単に述べておきましょう。

1) どれ位の処理能力を必要とするか。

計算需要の予測はあまり容易ではありませんが，いろいろの面から予想して，現在の処理能

カの約4-10倍は必要だろうと考えています。まず，現在の需要だけでも待ち日数を 1日以下

にするには少くとも 2倍の能力が必要です。待ち日数が短くなると更に需要が増すので，もっ

と大きくする必要があります。次に，処理斌（件数， CPU時間）を増すだけでなく，大規模な

計算を速く行なえる必要があります。そのために演算速度の速い大きなシステムを入れますと，

平均的にジョプは大きくなる傾向があります。従って，需要予測をする時に，現在の平均ジョ

ブで考えていては危険です。(N500から N700になって平均のジョプは約 2倍の大きさになりま

した。）更に，利用者数も増すことを考應しなければなりません。阪大センターが関係している

第 6地区（大阪，兵庫，奈良，和歌山，岡山，徳島，香川，愛媛，高知の諸府県）は，大学等

の教官，大学院生などセンターの利用有資格者数は約 2万人で， しかも大阪，兵庫に集中して

います。これらの人が全部実際の利用者になると限りませんが，計算機利用の晋及に伴って利

用の割合は増してくると思われます。それらを考えると，ここ 3-4年の間には現在の10倍位

の需要になると考えても過大見積りではないと思います。

ii) システムとしてどういうことを考えるか。

システムとしてはもちろん，高速のCPU,大きな磁心記憶が必要ですが，その他に大容駄記

憶集団が必要であると考えています。これを中心としていろいろな処理装韻がこれにアクセス

する形を考えています。

また，センターから離れたところにいる利用者のために，通信回線を利用した処理形態をも

っと拡大したいと考えています。

処理能力が増すと当然入出力の址が増します。これを今までのようなやり方では厖大な人手

が要ることになります。そのため，いろいろな省力化のやり方を考えています。
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各センター比較表

C p u 演算速度 主 記 憶 大容批記憶 主な使用法 借料予算

FACOM 230/60 l .6μs 
l 160KW (90KW) 

90MB(DK) バッチ

北大 X2 14. 5MB(DP) +TSS 1. 5億円

FACOM 230/35 ? 

NEAC 2200/700 0.8μs 
} 1 MC (-lOOKW) 

76MB(DP) 
バッチ

東北大 X2 
(128KW) 

134. 2MB(DF) 1.5億円

NEAC 2200/500 4.6μs 512KC 28. 5MB(DP) TSS 

HITAC 8800X 2 O.l7μs 

l3MB (仮想記憶）

932MB(DK) パッチ

束大 HITAC 8700X 2 0.54μs +TSS 6.5億円

グラフィックス

FACOM 230/60 l .6μs 
} 160KW 

120MB(DK) バッチ

名大 X2 14.4MB(DP) +TSS 1.5億円

FACOM 230-35 4.4μs 65KB 5.2MB(DP) グラフィックス

FACOM 230/60 l .6μs 
} 192KW 

30MB(DP) 
パッチ

X2 

京大 FACOM 230/60 l .6μs 
} 192KW 

240MB(DK) パッチ 3. 5億円

X2 15MB(DP) +TSS 

FACOM 270-30 グラフィックス

NEAC 2200/700 O.Sμs 1 MC (-lOOKW) 66. 5MC(DP) パッチ

NEAC 2200/500 4.6μs 512KC バッチ
阪大 1. 5憶円

NEAC 2200/500 4.6μs 512KC 102MC(DK) TSS 

NEAC 2200/500 4.6μs 131KC 研究開発

FACOM 230/60 1.6μs 
} 160KC 

90MB(DK) バッチ
九大 1.5億円

X2 22. 5MB(DP) +TSS 
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各センタージョブ区分
（各センターの昨年の広報より拾ったもので，不明のところもある。

また，現在変更されている可能性もある。 ） 
LP出カ カード出力 入力枚数 作補助業記用憶

北大 A 3分 100枚

B 30分 500 

C 180分 500 

D 500 XY plotterジョプ

E （センタ ジョプ 開発等）

東北大標 準 120分 300枚 700 MT  
3本

特 殊 （標準の制限値を超えるもの）

操 作 （標準と同じ制限値であるがオペレーターの介入を要するもの M.T. 持込みなど）

混 合 （特殊ジョプで操作を必要とするもの）

東大 A 10秒 40枚 50KW 

B 1分 40枚 500枚 300KW 

C 10分 300枚 3,000枚 500KW 

D （特認）

名大 A(急行） 1分 1 , 5 0305 行枚

゜
800 45KW 

B(将通） 5分 7 , 5 0 0 枚枚
150 1,000 4,000 90KW 

C(茜通） 20分 ？ ？ ？ 40KW 

E(長時間） >20分 300枚 4,000 10,000 90KW 

京大急 行 1分 1 , 5 0 0 行枚
40 ゜

1,500 ディスク

晋 通 5分 6 , 0 0 0 行枚
150 1,000 4,000 " 

長時問 20分 1 5 , 00 0 行枚
300 3,000 4,000 ，， 

指定晋通 5分 6 , 00 0 行枚 1,000 4,000 ディスク
専用DP,専用MT150 MT  

指定長時問 20分 15,0001枚子
300 3,000 4,000 

九大 X 30秒 1 , 50300 行枚

゜
500 

A 1分＊ 2 , 5 0 0 枚行
50 ゜

1,500 

B 8分** 6 , 00 0 行枚
120 1,000 4,000 

C 32分 30,0001枚テ
600 5,000 10,000 

特 殊制限なし

＊ core使用駄が小さければ長くできる (32KW,90秒， 16KW, 2分）

＊＊ ,,. ，，， (32KW, 12分， 16KW, 16分）
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大阪大学大型計算機センター処理状況

利用者ジョプ処理時間(c) C P U 時間 (d)

(a) 
A 
1,068) 

B 814 2,302 
47{ド4fi 

C 418 2 (2,269) 
D 

(b) 
A 1,171 

B 645 2,455 
5月

C 489 (2,365) 
D 150 

A 2,170 
4,2~7 

6月 B 1,983 
(4,006) 

C 74 

A 1,797 
3,848 

7月 B 1,969 
(3,632) 

C 82 

A 1,885 
4,108 

8月 B 2,158 
(3,749) 

C 65 

A 2,076 
4,756 

9月 B 2,580 
(4,455) 

C 100 

A 2,435 
5,620 

10月 B 3,043 
(5,277) 

C 142 

A 2,350 
5,496 

11)l B 3,011 
(5,056) 

C 135 

A 2,479 
6,170 

12月 B 3,530 
(5,608) 

C 161 

A 2,887 
5,646 

48>!'-1 M B 2,593 
(4,861) 

C 166 

A 4,554 
7,040 

2月 B 2,271 
(6,101) 

C 215 

A 2,854 
4,962 

3月 B 1,941 
(4,349) 

C 167 

(a) 4月は移転時のためN 500だけが稼動

(b) 5月以降はN 700とN 500とが稼動

13,001'24" 

(339"• → 56. 5") 

2,588'12" 

(63. 3") 

6,080'46" 

(86. 3") 

7,469'26" 

(116.5") 

9,489'57" 

(138. 6") 

9,884'13" 

(124. 7") 

12,305'39" 

(131. 4") 

12,390'48" 

(135. 3") 

13,484'52" 

(131.1") 

12,299'57" 

(130. 7") 

13,850'27" 

(ll8.0") 

10,790'43" 

(130. 5") 

(c) 括弧内は阪大ユーザーのジョプ件数（以下同じ）

バッチ処理稼動時間(e)

341 : 30' 

(73.2%) 

178: 10'(19. 9%) 

168: 20'(68.1 %) 

269 : 05'(41. 8%) 

85: 00'(20. 7%) 

302: 20'(45. 0%) 

123: 05'(28. 5%) 

325: 15'(51.4%) 

109: 20'(31. 7%) 

332 : 30'(49. 5%) 

126: 10'(50.8%) 

382 : 10'(55. 6%) 

128 : 30'(41. 3%) 

356: 40'(63. 5%) 

87 : 15'(42. 6%) 

387 : 00'(60. 0%) 

64: 30'(30.1 %) 

361: 00'(58.1%) 

71 : 30'(36. 9%) 

441: 10'(52.1%) 

123: 20'(54. 9%) 

333: 40'(52. 2%) 

90: 50'(78. 7%) 

平均待ち日数

0.69 

0.67 

0.51 

0.88 

0.77 

1.05 

0.68 

1.59 

1.29 

2 .18 

2 .13 

1.66 

(d) 4月はN 500のCPU時間， 5月以降はN 700のCPU時間と N 500のCPU時間Xi (速度比）

を加えたもの。括弧内は 1件当りのCPU時間
(e) 括弧内はCPU効率

課題登録数 810(1月末現在）
内阪大 637(エ 279, 括エ 145,理89, 産研28, 教装20, 医17, 薬13;…••…) 

（吹田 328,型中 287, 中之島22)
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47年 4月

5月

(b) 

6月

7月

8月

9月

(b) 

10月

11月

12月

48ff 1月

2月

(b) 

3月

束北大学大型計算機センター処理状況
＊ 

利用者ジョプ処理件数 C P U 時間 利用サービス時間(a)

標準
2, 函l2,634 4,228'38" 287: 06' 

操作 41 
4 (2,194) (97.1") (24.5%) 

特殊

標準 2,776 
2,809 5, 151'05" 256: 54' 

操作 27 
(2,239) (110. O") (33.4%) 

特殊 6 

3,1471 3,202 5,875' 320: 59' 
44 

(110.1") (30.5%) 
11 

標準 3,310 

操作 42 3,369 5,869'08" 313: 05' 

特殊 7 (2,789) (104. 5") (30.7%) 
混合 10 

3,248 

43 3,195 8,648'06" 332: 33' 

12 (2,775) (162. 4") (43.3%) 
10 

3,166 

14 3,228 6,444'14" 298: 22' 

28 (119. 8") (36.2%) 
20 

3,016! 57 3,119 6,633' 313: 57' 

29 (127. 6") (35.2%) 
17 

2,963 

64 3,070 6,067'56" 277: 02' 

31 (2,572) (118.4") (36.5%) 
12 

3,741 

64 3,865 9, 115'36" 365: 22' 

47 (3,314) (141. 5") (41.1%) 
13 

3,176 

84 3,292 7,010'48" 312 : 19' 

24 (2,780) (127. 8") (37.4%) 
8 

4,611 

61 4,739 10,396'41" 420 : 51' 

51 (4,082) (131. 6") (41. 2%) 
16 

3,188 
413: 37' 38 3,271 10,658' 

23 (195. 5") (42.9%) 
22 

(a) N 700:j:I: 0と:j:I:1のサービス時間の和

平均待ち日数

0.24 

0.32 

0.29 

0.91 

0.77 

0.34 

0.29 

0.38 

0.27 

(b) 6月， 10月， 3月は大学別ジョプ処理件数，平均待ち日数が不明であったので空欄とした。
課題登録数 (48年3月末） 966 
内束北大 617(エ 268,理 178, 通研49, 金研33,速研24, 教養9, 経済6' その他49)

＊ 東北大学大型計邸機センター運営委員会業務報告による。
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北海道大学大型計算機センター処理状況
＊ 

利用者ジョプ処理状況 C P U 時間 ジョプ処理時間(a)

A 2,592 

B 1,137 8,066'37" 197 : 59' 
47年4月 4,016 

C 22 (120. 5") (47. 7%) 
D 265 

A 
3,131) 

B 1,305 652 
10, 132'35" 211 : 32' 

5月
C 21 4, (130. 7") (44.3%) 
D 195 

A 3,189 

B 1,382 8,988'26" 202: 02' 
6月 4,787 

C 21 (112. 7") (40.1%) 
D 195 

A 3,464 

B 1,471 9,514'10" 220: 44' 
7月 5,132 

C 27 (lll.2") (35.9%) 
D 170 

A 
4,4371 

B 1,879 6 599 
12,536'36" 259: 17' 

8月
C 38'  (114.0") (42.9%) 
D 245 

A 4,545 

B 1,571 12,537'57" 239: 52' 
9月 6,432 

C 23 (116. 9") (45.5%) 
D 293 

A 
4,632) 

B 1,388 6 278 
11, 195'37" 239: 03' 

10月
C 29'  (107. O") (41.5%) 
D 229 

A 6,103 

B 1,590 12,926'33" 246: 13' 
11月 8,031 

C 28 (196. 6") (46.0%) 
D 310 

A 6,245 

B 1,744 15,305'47" 272: 32' 
12月 8,295 

C 26 (ll0.7") (48. 7%) 
D 280 

(a) デュアル・システムであることに注意。また、この中にはセンタージョプも、

TSSも入っている。 CPU効率はこれらすべてのジョプのCPUT/ジョプ
処理時間。

課題数 837 (12月末現在）
内北大 638(エ 335、理 125、農37、水産25~……..) 

＊ 北海道大学大型計算機センターニュースによる。
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京都大学大型計算機センター処理状況
＊ 

利用者ジョプ処理件数 C P U 時間

急行 3,018 
泄通 4,528 16,064'57" 

47年4月 長時間 657 8,435 
指定 225 (115. 3") 
特殊 7 

'・'") 5,652 19,399'27" 
5月 647 10,971 

409 (106.1") 
29 
4,793 
6,323 19,632'24" 

6月 520 12,148 
510 (97. O") 
2 

4,084 
6,197 19, 160'31" 

7月 603 11,219 
328 (124. 8") 
7 

3,5591 5,867 19,579'11" 
8月 773 10,442 

226 (112. 5") 
17 

'・""I 5,930 18,968'43" 
9月 535 10,615 

192 (107.2") 
10 
4,566 
5,714 17,939'19" 

10月 413 10,954 
260 (98.4") 
1 

5, 088_ 
5,772 17,459'13" 

11月 448 11,586 
275 (90.4") 
3 

5,380 
5,269 16,312'09" 

12月 428 11,357 
265 (86.2") 
15 
8,154 
7,830 26, 189'54" 

48年 1月 763 17,176 
406 (91. 5") 
23 

11,3331 12,100 41,224'31" 
2月 1,124 24,929 

368 (99.2") 
4 

3月 不 明 不 明

計算サーピス時問(a)

287: 30' 

(51. 3%) 

332: 25' 

(51.7%) 

346: 40' 

(50.3%) 

341 : 30 

(50.4%) 

337: 20' 

(51.1%) 

301 : 40' 

(57.0%) 

311 : 00' 

(53.9%) 

298: 35' 

(55. 7%) 

339: 15' 

(46.2%) 

539 : 15' 

(45.6%) 

717: 35' 

(54.8%) 

497: 40' 

課題登録数 2,156 計(4,650 : 25') 
(a) 計算サービス時間にはTSSの時間も入っている。
＊ 京都大学大型計算機センター運営委員会業務報告による。
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